
2 018 年  活動報告書

京都カラスマ大学では、
参加者・協力者を募集しています

特定非営利活動法人  京都カラスマ大学
〒600-8305　京都市下京区東若松町 795 -2「SOLUM」B号室
新しい webサイトアドレス： http://karasumauniv.net

新しいメールアドレス： karasumauniv.net@gmail.com

　 京都カラスマ大学　　　　@karasuma_univ

webサイト、

メールのアドレスが

変わりました！

本年度の

企業サポート 

募集中

困りごと

スタッフ募集 etc  

メールにて

あなたがいれば、カタチが変わる。
京都カラスマ大学は、ネットワークですから。

NEW ADD
RESS

授業に参加する

京都の街中をキャンパスに、さまざまなテーマで

授業を開催しています。興味をもったらまず

はホームページから受講のお申し込みを！

誰でもいつでも学生になれます。

授業をつくる

京都の「面白い！」を発掘し、「授業」として

コーディネート。「京都って面白い街なんだ」

と、思ってもらえるきっかけをつくる仕掛け人

です。編集力や企画力を生かしてください。

コラボする

企業・団体・店舗・個人・行政などと、

コラボ授業や商品開発等。力を合わせて

京都を面白がるヒト、モノ、コト作りを一緒に

作っていきたいと考えています。

キャンパスライフを楽しむ

生徒のみなさんの自発的なコミュニティである

ゼミ・課・部活動への参加も募集しています。

年齢や肩書きにとらわれず、キャンパスライフ

での活動も楽しみましょう！

授業やイベントを手伝う

会場設営や授業の受付、レポート、写真、

生徒さんとのコミュニケーションなど。お手

伝いをしていただけるボランティアスタッフを

常時募集しています。仲間になりましょう！

寄付でサポートする

いただいた寄付金は、活動を続けていくため、

事務局、授業の運営等に充当します。京都

カラスマ大学のコンセプトにご賛同いただき、

ご支援をお願いいたします。

サポートスタッフ サポーター

授業コーディネーター 法人会員・授業協賛

ゼミ・サークル学生

karasumauniv. net @gmail .com



NPO 法人京都カラスマ大学は、

京都内外のたくさんのみなさんに応援していただいて、

2018 年 10 月で10 周年を迎えることができました。

この 10 年は、iPhone の登場、スマートフォンの普及により

あらゆる生活のシーンが目まぐるしく変化した年月でした。

学びの場づくりやコミュニティのあり方も、しかり。

10 年前は「ソーシャル」も「サステナブル」も

通じないことの方が多いことばでしたが、

今は、SNSを通じて誰もが「一 緒にやろうよ！」と

気軽に仲間を集められる時代になりました。

わたしたちが 10 年前に「そんな風になるといいね」と

ゆるやかに、熱く、思い描いていた未来です。

そして今、次の 10 年に向けて

わたしたちはあたらしい時代の風を読み始めています。

「SDGs（持続可能な開発目標）」の４番目にも

「質の高い教育をみんなに」が掲げられています。

知らない誰かと学びあうことによって

あたらしい「気づき」と「きっかけ」を得ること。

そんな瞬間を、これからもひとつでも多く

この京都の街に紡いでいきたいと願っています。

京都カラスマ大学　学長　高橋マキ

2018年 の 財 務事業収入
（委託金）
66％

事業収入（その他）
5％

会費 5％
その他

助成金
1%

事業経費
（その他）6%

事業経費
（委託事業）
42％家賃

35%

管理費11％
保険料

その他 3% 人件費 3%

寄付金（法人）13%

寄付金（個人）
10%

収入
1,536,987 円

支出
1,383,151円

2018 年の収入は 1,536,987円、支出は 1,383,151円。

収支の差額は ＋153,836 円となりました。

収入の約 70％が企業や団体と協働もしくは委託

で行った事業による収入、約 23％が企業、個人に

よる寄付によって支えられています。

黒字にはなっていますが、今年度は、人件費がほ

ぼゼロでした。専従者は 0 名ですが、責任ある

活動を行うためにも、次年度は、事務局人件費

500,000 円を確保できる活動を目指します。

10 周年 、
ありがとうございました

こ れ か ら も
応 援 よろしくお願いします！

★ Thank you ★
京都カラスマ大学 10年祭 

日時：2018 年 12 月 1 日（土）
場所：レンタルスペース九条湯
奇しくも 2008年から10 年の間、廃業していた 旧銭
湯を会場に、活動の報告と感謝の会を開きました。
支援者のみなさん、生徒のみなさん、 旧スタッフ、
姉妹校メンバーなど、60 名ほどの方に足をお運び
いただきました。

次
の
10
年
は
ど
ん
な
時
代
？

学
ぶ
こ
と
、
集
う
こ
と
、

そ
し
て
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
。



2018年 の 開 講 授 業
1 月

〜

12 月

2018 年 05 月 20 日（日）
教室：乾窓院
先生：高柳無々々（「楽天堂」店主）

自分でできる「整体のススメ」

～初夏の禅寺ではじめる、

　 健康セルフメンテナンス～

2018 年 04 月08日（日）
教室：高野川
京都カラスマ大学　スタッフ

3年ぶりのお花見まして

～桜がなくても、みんなで咲けばいいじゃない～

2018 年 03 月 10 日（土）
教室：建仁寺塔頭両足院
先生： 伊藤 東凌（「建仁寺塔頭両足院」副住職）

2018 年 03月 31日（土）教室：バザール カフェ
先生：あかたちかこ（ 思春期アドバイザー）

先生：白石 朋也（ 立命館大学 color - free 元
代表 ）、 西田 彩（音楽家／大学講師 ）、
横江 美佐子（ 京都市南青少年活動センター 
シニアユースワーカー ）

先生：あかたちかこ（ 思春期アドバイザー ）、
白石 朋也（ 立命館大学 color-free 元代表 ）、
西田 彩（音楽家／大学講師）、横江 美佐子（ 京
都市南青少年活動センター シニアユースワーカー）

無になるじかんの提案（6）

～ 両足院の坐禅体験 ～

にじいろカフェ

～ 京都をみんなが 暮らしやすい街に

　 するために、明日からできることを 　

　 考える 一日～

【 第１部】   
「もしも家族が、カミングアウトしたら」

【 第 2 部 】 
「京都のダイバー シティを話し合おう」

【 交流会 】

2018 年 01 月 21 日（日）
教室：シェアオフィス SOLUM
先生：オトナノコシカケ（ボドゲ部隊）

2018 年 02 月 24日（土） 
教室：京都ペレット町家ヒノコ
先生：八 田 一（ 理学博士／京都女子大学家
政学部食物栄養学科教授 ）

2018 年 02 月 25日（日）
教室：浮島ガーデン 京都
先生：藤原 和也（ 藤原食品代表 ）

ボードゲーム「チャイナタウン」で

交渉術を学んでみよう

エッグサイティング！

 卵の知られざる可能性 

ー 第111回 農芸化学会
　 サイエンスカフェ ー

食べることから世界を

広げてみよう

「 大豆が納豆になるまで 」

～ わたしたちに
　 一番身近な発酵食品 ～

【 授業 】
【 交流会 】

伝 統工芸、ダイバーシティ、食、化学 … 
わたしたちの世代が未 来に向けて考えたいこと。 

幅広いジャンルの学びの機会をつくりました。



自分もこうした学びを

通して 謎の「当たり前」

に負けないように強く

なっていきたいと思い

ます。

この話をもっともっと

深く話し合いたいと思い

ました。私の中の 偏 見

がとれました。

にじいろカフェ にじいろカフェ

実際に自分でつくって

食べて、先生の面白い

お話も聞けて、非常に

楽しかったです！

すごい 卵のことについ

て知れたし、難しい話

も楽しんで聞けました。

エッグサイティング！
卵の知られざる可能性

エッグサイティング！
卵の知られざる可能性

またやってみたいと思

いました。何かをつくる

楽しさを存分に楽しめ

る授業でした。

手仕事のリアル

受 講 者 の 声  

ア ンケ ートより

2018 年 07 月 21日（土）
教室：東山いきいき市民活動センター
先生：松井 めぐみ（「京都・きものを楽しむ会」
代表 ）、笠間 孝治（ 一乗寺整体院「由」院長）

2018 年 10 月 12 日（金）
教室：元淳風小学校２階「ふれあいサロン」
先生：永松 仁美（昂－ KYOTO － 店主）、
今西 善也（鍵善良房代表取締役社長）、
吉岡 更紗（「染司よしおか」６代目）、
高橋 マキ（文筆家／編集者／京都カラスマ大学学長）

2018 年 10 月 19 日（金）
教室：ロームシアター 3F 会議室 2
先生：日置 貴之（白百合女子大学 准教授 ）、 
木ノ下 裕一 （木ノ下歌舞伎主宰 ）、
林 立騎（翻訳者／演劇研究者 ）

2018 年 11 月 10 日 （土）
教室：キャンパスプラザ京都（京都市大学
のまち交流センター）4 階 第3 講義室
先生：伊藤 和憲（ 明治国際医療大学教授 ）

2018 年 09 月 22日（土） 
教室：京都大学百周年時計台記念館
先生：風間 春奈（京都大学大学院農学研究科）、
桑原 利旺（京都大学教育学部）、山本 健寛（京
都大学農学部）、斎藤 万里絵（ 京都大学学術研
究支援室 リサーチ・アドミニストレーター）

2018 年 08 月 25日（土）
教室：龍谷大学 龍谷ミュージアム
先生：合場 頼正（彫金師）

先生：佐川 綾野（切り絵 作家）

先生：水内 倫子（蒔絵師）

浴衣が映える、

美しい しぐさレッスン

京都を撮ること、毎日を記録すること

ー「 私のきょうと記録」クロストークー

超入門！ おとなの古典

 ～ 人生で 大切なコトは、

　 　隠れた名作に学べ ! ? ～

これは 2 度目の思春期？

 ～ 東洋医学でホルモンバランスを

　　整える〈 男性の更年期、女性の

　 更年期 〉～

「 京都大学って、なにを研究しているの？」

～京都大学アカデミックデイ2018ツアー～

400年の歴史、教科書には載ってない

〈手仕事のリアル〉

【 彫金篇 】今昔物語（ 1 ）

【切り絵篇】今昔物語（ 2 ）

【金継ぎ篇】今昔物語（ 3 ）

参加するまでは、どうい

う物がつくれるかわから

なかったですが、大体イ

メージする物がつくれま

した。

自分を大切にするとい

うことを感じました。

面白かったです！LGBT

のあいまいさ、ふわっ

としたところ、難しさが

よく伝わってきました。

楽しくアカデミックの最

前線にふれることがで

きました。

日頃 疑問に思っている

ことを研究者の方に直接

お伺いすることができて

幸せなひとときでした。

手仕事のリアル

両足院の坐禅体験にじいろカフェ

京都大学アカデミックデイ
2018ツアー

京都大学アカデミックデイ
2018ツアー



企業・学 校・他団体との
CSR事業・協働事業

金蘭千里中学校
・

高等学校 と

亀岡北町商店街

と

日本農芸化学会

と

中学生のための 1日京都学習「京都おしごと 十貨」　

午前の部：おはなしを聞いてみよう
「京都は、どんなしごとでできている？ ～ 守る、つくる、伝える。～」

先生：山田 晋也（着物工房「豊和堂」代表 ／ヒップホップアーティスト）

午後の部：京都らしいおしごとを訪ねてみよう
龍村光峯、ひなや（リ・コロン）、真田紐江南、高岡、一念寺、
和泉屋旅館、本山佛光寺 、うね乃本店、ウラグノ、竹笹堂

「北町銀座屋」の運営

週末の商店街賑わいづくりの
た め 始 まった 事 業。2013 年
より継続して運営に関わり、
地域の素晴らしいセーフティ
ネットへと成長しました。

「サイエンスカフェ」の開催

サイエンスの面白さを伝え、
科学者と社会のつながりを目
標に開催される日本農芸化学
会主催の「サイエンスカフェ」
を、年に１度コーディネイト。

「土日の授業になかなか行けない」「興味があるけど

どうしたらいいの」という声に応えようと、４月より、

毎月最終金曜の夜に事務所を開き、10 席限定のごはん

会を始めました。使う食器はほとんどが譲り受けた

もので、お米や味噌を支援していただくことにより、

毎回約5,000円を寄付として事務所家賃に充当すること

ができました。どなたでも参加できます。

開催：基本的に毎月最終金曜 19 時 ～

場所：シェアオフィス「SOLUM」２階

毎月の受講料無料の授業に加え、企業や学校と連携して、
よりよいまちづくりに貢献しています。

※ 委託事業、協働のご相談は、メールにていつでも受け付けます。

 放 課 後 食 堂 はじ めました！

ゼ ミ・サ ー クル 活 動

京 都 カラスマ大 学 皐月会

「有斐斎弘道館」の保存活動に
賛同し、茶庭の手入れを行っています。
日本一贅沢な朝活です。

京 都 町 歩 き サ ー クル

京都の町をみんなで散策。
町歩きとごはん会を交互に開催。

クリーン キャンパス 京 都

公成建設の社員さんと一緒に、
事務所近くの五条界隈を清掃し
ています。活動後、年中行事や
イベントに繰り出すことも。

旅 する食 べ るゼミ

「おいしい」のその先に一歩
踏み込み「食」について考え
るゼミ。1 年の活動ののち、
マーケットを開催。ゼミ長は、
京都の「食」産業にそのまま
就職しちゃいました！

この会に食材を協賛してくださる方は、　
ぜひカラスマ大学までお声がけください。

どなたでも
ご参加ください

どなたでも
ご参加ください



メディア 掲 載 2 017 ～ 2 018

支 援 サ ポー ター の

み な さ ま

2 017・2 018

職 員 室（ 運 営 メ ンバ ー）

ⓒ kaoru sakatani

学長

高橋 マキ

事務局

青井 早紀 、持木 百合香、青山 幹子

授業コーディネイター

堀内 仁美、高橋 健太、山口 紀子、熊沢 紗世、松島 直哉、
笠間 絹子、鈴木 七海、加納 圭、水町 衣里、米原 有二

サポートスタッフ

竹内 基、濱上 和恵、井上 佳奈、青山 幹子、酒井 直樹、
稲田 光児、光田 達郎、上嶋 香織、吉田 伶奈、飯島 剣、
ながかみ  ようこ、西村 夢見、西村 響、内田 琢磨、
出原 真子、山田 亜紀子、森田 久美子

デザイン

西田 里香、江村 安海

放課後食堂

高橋 健太 、内田 麻衣子

WEB管理

松本 圭

うね乃          鍵善良房

 辻徳         髙岡       ヤスイスーパークリーン

開校当初は 20 代・30 代の単身者スタッフがほとんどでしたが、
家族を持つスタッフも増え、家族ぐるみで運営をサポートしてくれるようになりました。

子どもたちも受付、準備などのお手伝いをしてくれます。

京都新聞（2017 年 8 月）
「一緒にやろうよ」

「切り口多彩、まちを学ぶ」とし
て、下京区の門前町で開催した
漆工芸の授業を取材していた
だきました。

京都新聞（2017 年９月）
文化エンタメ

新たな文化拠点として街に生ま
れる「出町座」と「シアター E9」
の クラウドファンディング に
ついての 授業を取材していた
だきました。

毎日新聞（2018 年 3 月）

セクシャルマイノリティに寄り
添う社会について考える授業

「にじいろカフェ」の開催前に、
コーディネイターの熊沢紗世さん
と先生の西田彩さんのインタ
ビューが掲載 されました。

ENJOY KYOTO（2017 年９月）
Issue24

「 この街がキャンパスです」と
い う 京 都 カ ラ ス マ 大 学 の
コンセプトをヒントに「City as 
Classroom」という 特 集 が 組ま
れました。

2 018 年

2 017 年

学長
高橋 マキ

授業コーディネイター
堀内 仁美

ファンドレイザー／放課後食堂
高橋 健太

サポートスタッフ
吉田 伶奈

サポートスタッフ
稲田 光児 デザイン

江村 安海

放課後食堂
内田 麻衣子

授業コーディネイター
笠間 絹子

企画／授業コーディネイター
持木 百合香




